
0% 20% 40% 60% 80% 100%

相手に高望みをしている
子どもがほしいと思わない人が増えている

親から自立できない人が増えている

女性の地位向上や高収入化が進んでいる

十分な所得が得られない若者が増えている

地球環境や社会の動向に対して不安を感じる

結婚生活の失敗に不安を感じる人が増えている

対人関係がわずらわしく、苦手な人が増えている

束縛されずに生きたい人が増えている
ひとりでも充実した生活が送れる

異性と知り合うゆとりや機会が少ない

そう思う どちらかといえばそう思う

18.0 30.6 48.648.6
18.0 31.1 49.149.1
21.0 34.6 55.655.6

15.4 28.5 43.943.9

43.7 30.6 74.474.4

15.1 18.8 33.933.9

18.8 26.4 45.245.2

37.0 36.8 73.873.8

44.9 36.9 81.881.8
43.8 43.0 86.886.8

30.2 30.0 60.260.2

0% 20% 40% 60% 80%

交際を目的とした出会いの場の提供
（婚活パーティー、街コンなど）

婚活マッチングサイトやアプリなどによる情報提供

交際にあたってのノウハウを学ぶセミナーの開催

結婚に関する相談

個人の問題のため、行政の支援は必要ない

61.961.9

27.627.6

10.210.2

27.427.4

24.024.0

　「交際を目的とした出会いの場の提供（婚活パーティー、街コンなど）」と回答した人が約６割で最も高
く、一方で「個人の問題のため、行政の支援は必要ない」と回答した人が約２割となりました。

３ 行政の婚活支援 行政が婚活支援を行う場合、どのようなことが必要だと思いますか。
（複数回答可）

0% 10% 20% 30% 40%
男性 女性 合計

夫婦がともに働き続けられるような職場環境の充実
18.5

31.6
26.0

長時間労働の是正などによる自由な時間の確保
11.1
9.6
10.3

結婚した方が有利となるような税制や社会保障
33.3

17.2
24.1

結婚や住宅に対する資金貸与や補助支援
17.5
15.6
16.4

社会的支援は必要ない
3.7
2.0
2.7

3.7
2.0
2.7

安定した雇用機会の提供
13.8

21.2
18.0

　全体では「夫婦がともに働き続けられるような職場環境の充実」を挙げる人が約３割で最も高く、次い
で「結婚した方が有利となるような税制や社会保障」「安定した雇用機会の提供」を挙げる人がそれぞれ
約２割となりました。
　男性は「結婚した方が有利となるような税制や社会保障」を挙げる人が女性に比べて高く、女性は「夫
婦がともに働き続けられるような職場環境の充実」「安定した雇用機会の提供」を挙げる人が男性に比べ
て高くなりました。

※各グラフと表は、小数点以下第２位を四捨五入し小数点第１位までを表示しているため、合計値が
　100％にならない場合があります

４ 社会的な婚活支援 結婚する場合、どのような社会的支援があればよいと思いますか。

10市報 みなみ魚沼　令和２年３月15日発行


